

第86回 日本公衆衛生学会総会事務局（那覇）より

2027年11月10日（水）から11月12日（金）にかけて沖縄県那覇市で開催する第86回日本公衆衛生学会総会運営業務等の委託先を募集します。
応募する事業者は、第86回日本公衆衛生学会総会運営業務企画コンペ参加要領、仕様書、ならびに企画提案書作成要領を参照の上、企画コンペ参加申込書（様式１）に必要事項を記入の上、企画提案書（様式２）を添えてお申し込み下さい。


応募資格
· [bookmark: OLE_LINK3][bookmark: OLE_LINK4][bookmark: OLE_LINK7]過去に３千人以上が参加する医学系学術集会を単独または共同で直接受注した実績を有すること。
· オンライン形式の学会を運営した実績を有すること。
· オンデマンド配信を併用する学会を運営した実績を有すること。

募集期間
[bookmark: OLE_LINK34][bookmark: OLE_LINK35][bookmark: _Hlk215217747]2026年1月13日（火）から2026年2月20日（金）まで

添付資料
[bookmark: OLE_LINK17][bookmark: OLE_LINK18]１．第86回日本公衆衛生学会総会運営業務企画コンペ参加要領
２．第86回日本公衆衛生学会総会運営業務等委託仕様書
３．第86回日本公衆衛生学会総会運営業務企画コンペに係る企画提案書作成要領
４．第86回日本公衆衛生学会総会運営業務企画コンペ参加申込書（様式１）
５．第86回日本公衆衛生学会総会運営業務に係る企画提案書（様式２）
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第86回日本公衆衛生学会総会運営業務企画コンペ参加要領

１．趣旨
第86回日本公衆衛生学会総会運営業務等委託業者選定要綱に基づき、運営業務企画コンペの参加方法について定めるものとする。

２．第86回日本公衆衛生学会総会の概要
（１）趣旨
日本公衆衛生学会総会は、わが国の公衆衛生の進歩と発展に資するため、第１回（1947年）の開催以来、国・都道府県・市町村の行政機関、大学等の研究教育機関、公衆衛生関係団体等の協力のもと、公衆衛生関係者による研究と実践活動の発表の場、交流と連携を推進する場として毎年開催されている。総会の開催回数は2021年に80回に達し、公衆衛生学ならびに地域保健の現場における種々の課題について、最新の研究成果の発表と意見交換を通じてわが国の公衆衛生の発展に先導的役割を果たしてきた。
このような背景のもと、第86回日本公衆衛生学会総会（以下「学会総会」という。）を下記の要領で開催する運びとになった。この総会は、わが国はもとより、沖縄県の公衆衛生の発展と人材育成にも資するため、学会長（琉球大学大学院医学研究科公衆衛生学・疫学講座 教授 中村幸志）が沖縄県を始め関係機関との連携のもとで実施するものである。

（２）概要
① 	名　　称	第86回日本公衆衛生学会総会
② 	実施主体	第86回日本公衆衛生学会総会実行委員会
③ 	開催時期	2027年11月10日（水）から11月12日（金）まで
④ 	開催場所	ハイブリッド型（オンサイトとオンデマンド配信の併用）
		総会会場	
・那覇文化芸術劇場なはーと　〒900-0015沖縄県那覇市久茂地3-26-27
・沖縄タイムス（ホール等）　〒900-8678 沖縄県那覇市久茂地2-2-2 
・琉球新報（ホール等）　〒900-0021 沖縄県那覇市泉崎1-10-3 
・那覇商工会議所　〒900-0033沖縄県那覇市久米2-2-10 
・沖縄県青年会館　〒900-0033沖縄県那覇市久米2-15-23
・沖縄県教職員共済会館 八汐荘　〒900-0014 沖縄県那覇市松尾1-6-1
	　（講演・シンポジウム・口演に10部屋、示説（約1,200題）にフロア等を使うことを想定している。）
なお、契約締結後、企画に要する部屋数・面積等を鑑みて、事務局と運営業務等委託業者による協議のうえ、会場を変更することがある。
意見交換会　会場未定
⑥	参加者数	約4,000人の見込み
⑦ 	内　　容	会員総会・メインシンポジウム・講演（特別講演・教育講演など）・フォーラム（公衆衛生行政フォーラムなど）・市民公開講座・シンポジウム・国際シンポジウム・分科会（一般演題約1,500題（口演約300題、示説約1,200題））・ランチョンセミナー・意見交換会・自由集会・ブースでの展示・販売（企画展示・紹介展示・書籍販売・食品販売など）等
　　　　　　　（講演・シンポジウム等の演題数については、過去の学会総会のホームページのプログラムを参照してください。）
　　　　　　　演題応募多数の場合、一部の演題は事前録画のもとでオンデマンド配信とすることがある。
⑦	関連行事	日本公衆衛生学会理事会、代議員会、日本公衆衛生雑誌拡大編集委員会、公衆衛生モニタリング・レポート拡大委員会、研修会を予定（これらの会議は11月9日（火）に行われるものもある。）

３．運営業務等委託の内容
「第86回日本公衆衛生学会総会運営業務等委託仕様書」（以下「仕様書」という）のとおり。なお、学会総会の開催準備と運営にあたっては、実行委員会事務局の方針に従い実務を適切かつ円滑に行うこと。

４．応募資格
· 過去に３千人以上が参加する医学系学術集会を単独または共同で直接受注した実績を有すること。
· オンライン形式の学会を運営した実績を有すること。
· オンデマンド配信を併用する学会を運営した実績を有すること。

[bookmark: OLE_LINK5][bookmark: OLE_LINK6]５．参加方法
（１）「第86回日本公衆衛生学会総会運営業務企画コンペ参加申込書」の提出 
様式１に必要事項を記入の上、2026年2月20日（金）（必着）までに郵送（書留郵便に限る）及び電子メールにて提出すること。過去に３千人以上が参加する医学系学会を単独または共同で直接受注した実績を有する事業者に限る。

（２）「第86回日本公衆衛生学会総会運営業務に係る企画提案書」の提出
運営業務等委託仕様書に沿った企画提案書を「第86回日本公衆衛生学会総会運営業務企画コンペに係る企画提案書作成要領」に定める方法により作成し、2026年2月20日（金）（必着）までに郵送あるいは宅配便、ならびに電子メールで提出すること。郵送・宅配便については、事務局に対して受領を確認すること。
＊企画提案書の提出がこの日までに難しい場合は、予め連絡があれば2月27日（金）（必着）まで可とする。

（３）プレゼンテーションの実施
受託業務の総括責任者（業務の遂行に責任を持つ者）として従事する者がプレゼンテーションを行うこと。
日　時	2026年3月13日（金）午前
	＊	日時の詳細は後日連絡する。難しい場合は申し込みの際に付記すること。
場　所	琉球大学西普天間キャンパス　（対面あるいはオンラインで実施）
〒901-2720 沖縄県宜野湾市字喜友名1076番地

５．契約金額の上限
[bookmark: _Hlk215224967]55,000,000円（全ての会場費を含む，消費税及び地方消費税の額を含む）とする。なお、契約締結後、学会総会の規模・開催方法等により契約金額を変更することがある。

６．問い合わせ、申込書・企画提案書等提出先
[bookmark: OLE_LINK32][bookmark: OLE_LINK33]第86回日本公衆衛生学会総会事務局（琉球大学大学院医学研究科）
学　会　長	中村幸志（なかむらこうし）
連　絡　先	〒901-2720 沖縄県宜野湾市字喜友名1076番地　電話 098-894-5067
電子メール	epm@w3.u-ryukyu.ac.jp

[bookmark: OLE_LINK19][bookmark: OLE_LINK20]７．結果の通知
採否は2026年3月下旬までに通知する。

８．その他
申し込み事業者が単数の場合は、募集期間等を変更する可能性がある。
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第86回日本公衆衛生学会総会運営業務等委託仕様書

[bookmark: OLE_LINK21][bookmark: OLE_LINK22]１．学会総会開催にあたっての基本姿勢
（１）学術集会としての威厳を保つこと
日本公衆衛生学会総会では、全国から研究成果と最新の知見が発表され、真摯な意見交換が行われる。また、一般市民の公衆衛生に関する啓発となる場でもある。

（２）沖縄県らしさを演出する学会であること
学会準備から会期中を通して、沖縄県内外の各組織や関係者が互いに積極的な支援を行う良好な関係を築くこと、様々な点で沖縄県らしさが反映された学会総会であること、参加者達が学会に参加したという実感が持てること。

（３）危機管理を考慮すること
感染症の流行、大規模な台風・地震・水害などが直前または会期中に発生した場合の対応の考え方、サイバーセキュリティー、その他の想定される危機に対して十分な対策を講じるなど参加者が安心して参加できる学会運営とその準備を行う。

[bookmark: OLE_LINK25][bookmark: OLE_LINK26]2．学会総会プログラムの概要（案）
現時点で想定している学会総会プログラムの概要は以下のとおりである。このほか日本公衆衛生学会理事会・代議員会、日本公衆衛生雑誌拡大編集委員会、公衆衛生モニタリング・レポート拡大委員会、研修会等の開催を予定している。
	11月9日
（火）
	関連行事（日本公衆衛生学会理事会、代議員会等）　※付随行事による使用もありうる

	11月10日
（水）
	午前
	開会式、特別講演など

	
	午後
	[bookmark: OLE_LINK23][bookmark: OLE_LINK24]ランチョンセミナー、会員総会、特別講演、教育講演、メインシンポジウム、シンポジウム、口演・示説発表

	
	夕方
	自由集会

	
	終日
	企画・紹介展示（ブース）

	11月11日
（木）
	午前
	教育講演、特別講演、フォーラム、シンポジウム、口演・示説発表

	
	午後
	ランチョンセミナー、奨励賞受賞講演、シンポジウム、フォーラム、教育講演、口演・示説発表

	
	夕方
	優秀演題表彰、意見交換会、自由集会

	
	終日
	企画・紹介展示（ブース）

	11月12日
（金）
	午前
	教育講演、フォーラム、シンポジウム、口演・示説発表、企画・紹介展示（ブース）

	
	午後
	研修会（但し一部の会場のみ）


※  講演・シンポジウム等の演題数については、過去の学会総会のホームページのプログラムを参照してください。
[bookmark: OLE_LINK27][bookmark: OLE_LINK28]３．委託内容
委託内容は、学会総会の運営全般（宿泊施設の確保と案内を含む。）とする。具体的には以下のとおりとする（記載の数は目安）。
1. オンサイトでの開催と学会総会終了後のオンデマンド配信への対応
2. 学会総会PRポスター・チラシを2026年10月15日までに作成し関係機関に発送
3. 総会のプロモーション（1分の動画作成含む）
4. 学会総会HPを2026年8月15日までに立ち上げ、以降、適宜更新。SNS（Facebook、Xなど）も利用し、利用するSNSを学会総会HPのトップページに埋め込む。
5. 準備会議（実行委員会・学術部会等）の開催
6. 進捗状況報告会の開催（毎月1回程度）
7. 旅行会社と（要すれば沖縄県内観光業者及び航空会社とも）提携し、参加者・招聘者の宿泊先・飛行機の確保と案内
8. 学会開催の各種助成金に関する情報収集と申請
9. 学術講演・シンポジウム・国際シンポジウム・学術発表等（講演・シンポジウム・口演に10部屋、示説（約1,200題）にフロア等を使うことを想定している。講演・シンポジウム等の演題数については、過去の学会総会のホームページのプログラムを参照してください。）の場所・設備・時間の確保
演題応募多数の場合、一部の演題は事前録画のもとでオンデマンド配信とすることがある。
10. 演題の登録（登録項目に職位を含むこと）と管理、登録者への連絡と案内
11. ランチョンセミナー・展示・広告など協賛企業の申し込み受付
12. 招聘者（国内からのみ）・シンポジスト・座長への連絡と案内
13. 会場案内、抄録集及びスケジューリング機能を持つ学会専用アプリの作成・使用
14. 会場のWi-Fi環境の確認（参加者が抄録集を確実に閲覧・ダウンロードできること）、PCデスクコーナーや充電スポット設置のための電源の確認
15. 誘導案内看板・ポスターパネルなどを設営・撤去
16. 企業展示（約35）と一般展示（約30）のブースを設営・撤去
17. 沖縄県の自治体の展示、沖縄県・全国の食品関係の展示と販売，各種実験器具・健康器具・書籍などの展示と販売ブースの設営・撤去
18. 口演発表，示説（進行役つき）が円滑に行えるように機材・人員を配置
19. 特別講演の演者等への謝金及び交通費の支払
20. 特別講演の演者、シンポジスト、座長などへの記念品の用意
21. 優秀演題賞の選定業務補助と表彰準備
22. PCプレビューセンターの設営
23. 自由集会（約30）の会場と設備（自由集会主宰者の希望に応じて自由集会の会場に液晶プロジェクター、マイクなどの設置を含む）の確保
24. 複数箇所にPCデスクコーナーや充電スポットの設営・撤去
25. 那覇空港及びゆいレール（沖縄都市モノレール）主要駅と会場間の円滑な移動のための案内・誘導
26. クロークを用意
27. 託児所・授乳室を用意
28. 会場受付業務
29. 会場内案内、誘導業務
30. 会員総会、理事会・代議員会、日本公衆衛生雑誌拡大編集委員会、公衆衛生モニタリング・レポート拡大委員会、研修会の会場設営（液晶プロジェクター、マイクなどの設営を含む）
31. 各種のトラブルへの対応
32. 会計監査の手配
33. 意見交換会の手配
34. 近隣の昼食用飲食店の案内、要すればキッチンカーの手配と各種手続き
35. おみやげ、食品、弁当（昼食）等の手配
36. その他、学会総会の運営に必要なこと（すべての経理事務および日本公衆衛生学会が法人化されていることに伴って生じる事務等を含む）
37. 次期開催地への引き継ぎ資料の作成、引き継ぎ会での説明

[bookmark: OLE_LINK29][bookmark: OLE_LINK30][bookmark: OLE_LINK31]４．契約金額の上限
55,000,000円（全ての会場費を含む，消費税及び地方消費税の額を含む）とする。なお、契約締結後、学会総会の規模等により契約金額を変更することがある。

５．留意事項
1. 会場設営及び運営は環境に配慮する。
2. 施設内は全面禁煙とする。
3. 新型コロナウイルス感染症等の状況に応じて、施設内の感染対策を実施する（手指消毒、換気の確保、必要に応じて人数制限など）。
4. 新型コロナウイルス感染症等の状況に応じて、オンライン開催への開催方法の変更に対応する。
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第86回日本公衆衛生学会総会運営業務企画コンペに係る企画提案書作成要領

企画提案書は、様式2に添ってできる限り具体的な内容を作成すること。

1. 企画提案書の内容
(1) 会社の実績及び体制
1 会社概要
2 総括責任者及び業務担当者の業務経歴
3 業務実施体制
4 連絡体制
5 連携・支援体制
6 宿泊確保と案内
7 業務実施スケジュール
8 広告主，協賛者募集体制
(2) 会場設営及び運営
1 会場の確保(ハイブリッド型開催を前提とする)
2 会場の案内・誘導関係
3 会場受付
4 会場設営関係
5 オンライン開催となる場合の運営体制
(3) 演題・抄録集申込受付，演題集，報告書関係
1 演題・抄録集申込受付関係
2 報告書
3 学会専用アプリ
(4) 感染対策の概要
(5) 沖縄県らしさの演出
(6) 第85回日本公衆衛生学会総会（東京）における紹介ブースの設置
(7) 業務実施に要する経費見積

2. 規格等　
· Ａ４判、縦長横書きとします。
· 企画提案書に枚数制限はありません。様式とは別に使用する写真・イラスト等は、10ページを限度に資料の添付を認めます。

3. 提出部数
· ７部（正本1部（社印・代表者印のあるもの）、副本６部）
4. 提出期限
· 2026年2月20日（金）必着
　　　　（予め連絡があれば企画提案書は2月27日（金）（必着）までで可とする。）

5. 提出方法
· 提出場所に印刷物を宅配便または郵送（書留郵便に限る）にて送付し、かつ電子メールで提出すること。

6. 提出場所（問い合わせ先）
第86回日本公衆衛生学会総会事務局（琉球大学大学院医学研究科）
学　会　長	中村幸志（なかむらこうし）
連　絡　先	〒901-2720 沖縄県宜野湾市字喜友名1076番地　電話 098-894-5067
電子メール	epm@w3.u-ryukyu.ac.jp

7. [bookmark: _gjdgxs]受付
日曜、月曜、祝日を除く平日16時まで

8. その他
(1) 要求された内容以外の書類、図面等については、受理しない場合があります。
(2) 提出の際には企画提案書を確認の上、申込期日までに確実に提出してください。事務局が指示する場合を除き、受領後の企画提案書の加除は不可とします。
(3) 学会総会運営業務について複数の企画提案書を提出することはできません。
(4) 審査に当たり「第86回日本公衆衛生学会総会運営業務」に係る取扱い業者の参加資格を満たしていない場合は，審査対象から除外します。
(5) 企画提案書の作成に当たり、仕様書の重要な事項について記載がないなど誠実に実行する意思がないと事務局が判断したとき、又は契約額の上限を超えている場合には審査から除外します。
(6) コンペ参加に要する経費はコンペ参加者の負担とします。
(7) 提出された企画提案書は、選定を行う作業において必要な範囲で複製を作成することがあります。
(8) 提出された企画提案書は一切返却しません。
(9) 提出された企画提案書は審査過程及び審査結果の公平性、透明性及び客観性を担保するため公開することがあります。
(10) 企画提案書の作成のため準備委員会より受領した資料は、準備委員会の了解なく公表又は使用することはできません。
(11) 契約の際には商業登記簿謄本、決算書、開催実績を証する契約書等の提出を求めます。
9. 問い合わせ及びその対応
学会総会運営業務の企画提案書に関する問い合わせには，次により対応します。
(1) 企画提案書に関して質問がある場合は、2026年2月10日（火）までに電子メールで事務局（上記６）まで問い合わせてください（送信後、電話確認をお願いします。）。
(2) 質問事項とその回答は、全てのコンペ参加者に対して2026年2月17日（火）までに電子メールで連絡します。



第86回日本公衆衛生学会総会運営業務企画コンペ参加申込書

	[bookmark: OLE_LINK38][bookmark: OLE_LINK39]会社名（法人名）
	

	所在地
	

	代表者名
	

	連絡先
	担当者名
	

	
	担当者所属・役職
	

	
	電話
	

	
	ファックス
	

	
	電子メール
	

	プレゼンの日程
	（案の2026年3月13日（金）午前で対応できるか否かを記載のこと）

	プレゼンの方法
	対面　　オンライン　（該当しない方を消去すること）

	資本金等
	

	設立時期
	

	従業員数
	

	過去3年の売上高
	年度
	年度
	年度

	
	
	
	

	参加者が3,000人以上の医学系学会の開催実績
· 単独または共同で直接受注したもので主なものを５つ以内(オンライン開催を含む)
	学会名
	開催地
	開催年月日
	参加者数
	受注形態
(単独または共同)

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



様式1





	第86回日本公衆衛生学会総会
運営業務に係る企画提案書



青字の記載例等は全て削除してから提出してください。


企画提案事業者
社名		
住所		
代表者氏名		印

企画責任者
所属		
役職・氏名		

連絡担当者
所属		
役職・氏名		
電話番号		
電子メール		

様式2

                　　　　　　　　　

（１）会社の実績及び体制
1-1　会社概要
	会社名（法人名）
	

	所在地
	

	代表者名
	

	資本金等
	

	設立時期
	

	従業員数
	

	過去3年の売上高
	年度
	年度
	年度

	
	
	
	

	参加者が3,000人以上の医学系学会の開催実績
· 単独または共同で直接受注したもので主なものを５つ以内(オンライン開催を含む)
	学会名
	開催地
	開催年月日
	参加者数
	受注形態
(単独または共同)

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	





1-2　総括責任者及び業務担当者の業務経歴
	[bookmark: _Hlk142326942]総括責任者
	氏名
	

	
	役職
	

	
	経験年数
	

	
	主な実績
	

	[bookmark: OLE_LINK44][bookmark: OLE_LINK45]業務担当者
	氏名
	

	
	役職
	

	
	経験年数
	

	
	主な実績
	

	業務担当者
	氏名
	

	
	役職
	

	
	経験年数
	

	
	主な実績
	


· 総括責任者および業務担当者は、契約日以降、運営事務局として確実に担当し、準備期間を含め開催期間中に現地で実際に従事できる人とします。なお、委託事業者として選定された後、当表記載の総括責任者及び業務担当者を変更しようとするときは、あらかじめ実行委員会事務局長の承認を得たうえで変更するものとします。
· 業務担当者は必ず２名以上（総括責任者を除く）記入して下さい。３名以上の場合は、本様式を修正し全員を記載してください。
· 当学会専任の担当者がいる場合は、担当者名と専任期間が分かるように記載してください。


1-3　業務実施体制
当業務を実施する場合の実施体制を具体的に記載してください。総括責任者及び業務担当者のほかチーム業務内容（分担）を具体的に記載のうえ指揮系統を記載してください。

総括責任者　氏名●●　●●（○○業務総括）　
[bookmark: OLE_LINK46][bookmark: OLE_LINK47]業務担当者　氏名●●　●●（総会企画担当）
業務担当者　氏名●●　●●（抄録集担当）
業務担当者　氏名●●　●●（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ担当）
業務担当者　氏名●●　●●（会場運営担当）

イベント会社△△商事（＠＠＠＠＠に関する業務委託）
責任者　氏名●●　●●（展示会場の企画等）
業務担当者　氏名●●　●●（会場での展示企画作業担当）




1-4　連絡体制
当業務を実施する場合の関係機関との連絡体制について記載例にならって具体的に記載してください。

業務担当者氏名●●●●が○○社の連絡窓口として事務局、学会事務局日本公衆衛生学会、‥‥‥との連絡調整にあたる





1

1-5　連携・支援体制
当業務を実施する場合の他事業者との連携支援体制を記載例にならって具体的に記載してください。

当社の……といった強みを生かし、○○社と連携し、……に努めます。






1-6　宿泊確保と案内
来賓、関係者を含む全参加者への宿泊確保と案内業務について具体的に記載してください。





1-7　業務実施スケジュール
※	業務の企画、実施、取りまとめ、報告書の作成までの一連の流れが分かるように、実施時期を含めてできるだけ詳細に記載してください。
※	参加申し込み者数からの予算額の再見積もり、決算、会計監査など、経理上の計画も詳細に記載ください。

１　○月上旬　　【具体的に内容を記載】
２　○月中旬　　【具体的に内容を記載】
３　○月下旬　　【具体的に内容を記載】





1-8　広告主・協賛者募集体制
※ 抄録集に掲載する広告欄への広告主募集や協賛金募集業務について具体的に記載してください。
※ 新規協賛者の募集方法や新しい広告方法などもご提案ください。






（２）会場設営及び運営
2-1　会場の確保（オンサイト＋オンライン配信型開催を前提とする）
事務局が仮予約済みの会場以外で，貴社の企画提案の実施に必要な会場があれば、記載してください。





2-2　会場の案内・誘導
那覇空港及びゆいレール（沖縄都市モノレール）主要駅から会場への案内・誘導方法について記載してください。

那覇空港から会場まで（会場の案内方法（窓口設置・看板の設置等）について）
[bookmark: OLE_LINK48][bookmark: OLE_LINK49]ゆいレール（沖縄都市モノレール）主要駅から会場まで（会場の案内方法（窓口設置・看板の設置等）について）





2-3　会場受付
事前申込の方はネームカードを発行するため，当日受付はありません。当日参加される方の受付をわかりやすくスムーズに行うために，分散型会場開催であることを踏まえて事務局スタッフと各会場の連携がとれるよう人員配置，受付場所をご提案ください。







[bookmark: _30j0zll]2-4　会場設営
· 事務局が仮予約済の会場の仕様と用途に基づいて記載してください。
· 各会場の舞台配置と示説展示（ポスターセッション約1,200題）と企業等展示の配置についてご提案ください。参加者に分散型会場開催の不便さを強いるので、過去の分散型会場開催の事例を参考にして参加者の移動を最小限にするための会場使用計画を提案ください。
· 会場間の連絡体制をご提案ください。
· 学会総会等で事故やトラブル等が発生した場合における危機管理体制や、雨天の場合の準備などについて記載してください。
· [bookmark: _1fob9te]時間どおりの学会進行のための工夫などご提案ください


各会場の使用計画、口演会場・示説展示場・自由集会会場の設備や人の配置

会場間の進行管理の方法や連絡体制（会場間の連絡体制）

危機管理体制





（３）演題申込受付・学会専用アプリ・報告書
3-1　演題申込受付
演題申込等については，第86回日本公衆衛生学会ホームページを開設し，オンライン（UMIN等を利用）による受付を行います。ホームページ掲載内容や申込方法について，申込がスムーズに行えるよう，また入金管理方法について具体的にご提案ください。






3-2　報告書
編集（読みやすく，わかりやすい編集）・印刷・発行について具体的に記載してください。





3-3　学会専用アプリ
学会専用アプリの具体的な機能についてご提案ください。






（４）危機管理
想定される危機への対応方針をご提案ください。






（５）沖縄県らしさの演出（意見交換会を含む）
沖縄県らしさを演出する企画をご提案ください。






（６）第85回日本公衆衛生学会（東京）における紹介ブースの設置
第85回日本公衆衛生学会総会（東京）における紹介ブースで、第86回日本公衆衛生学会総会（那覇）の紹介をする場合、参加者の確保のための沖縄県らしさを演出した内容の企画、配布用チラシなどご提案ください。








（７）業務実施に要する経費見積（消費税及び地方消費税の額を含む）
· 業務運営実施に係る一切の経費について具体的に記載してください。
· 参加者数によって変動する経費とそれ以外が分類できるように記載ください。
· 単位は千円（千円未満切り捨て）。

	見積額
	円



積算内訳


